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会
期
：
二
〇
二
一
年
十
月
十
二
日
㈫
～
十
一
月
十
二
日
㈮

日
本
文
学
関
係
貴
重
書
展
示

メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
　
―
近
世
近
代
を
通
底
す
る
―
　
解
説
資
料

特
別
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て

　

現
在
、
日
本
文
学
史
を
記
述
す
る
際
に
、
明
治
維
新

に
よ
っ
て
「
古
典
文
学
」
と
「
近
代
文
学
」
と
に
二
分

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
中
学
高
校
で
も
慶
応
四

（
一
八
六
八
）
年
以
前
を
「
古
典
」、
明
治
元
（
一
八
六
八
）

年
以
降
を
「
現
代
」
と
し
て
教
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
上
、

大
学
入
試
で
は
「
古
典
」
は
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
に
、「
現

代
文
」
は
「
現
代
仮
名
遣
い
」
に
統
一
す
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
実
体
的
に
は
あ
り
得
な

い
。
仮
名
遣
い
を
含
め
て
表
記
（
書
記
）
は
古
く
か
ら
揺

れ
続
け
て
い
る
も
の
で
、「
言
文
一
致
」と
言
い
つ
つ
も「
～

は
」「
～
へ
」
だ
け
が
発
音
と
異
な
る
表
記
と
し
て
定
着

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、「
歴
史
的
／
現
代
」
と

い
う
仮
名
遣
い
の
区
別
は
粗
雑
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
政
治
経
済
体
制
が
徳
川
幕
藩
制
か
ら
天
皇

（
国
家
神
道
）
制
へ
と
変
遷
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
人
々
の

読
書
生
活
が
一
変
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
江
戸
時
代

か
ら
続
い
て
き
た
書
物
の
様
式
の
み
な
ら
ず
、
仮
名
遣
い

や
書
記
法
な
ど
を
含
め
て
多
く
の
文
学
に
ま
つ
わ
る
慣
習

は
連
綿
と
し
て
継
承
さ
れ
、
少
な
く
と
も
明
治
二
十
年
代

ま
で
は
、
そ
の
伝
統
的
な
様
式
が
活
き
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

折
し
も
、
こ
の
明
治
初
期
は
印
刷
メ
デ
ィ
ア
が
整
版

（
板
本
）
か
ら
活
版
（
活
字
本
）
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
時
代

で
も
あ
り
、
書
物
の
製
作
と
流
通
の
変
化
に
よ
っ
て
、
書

物
の
享
受
法
や
人
々
の
読
書
生
活
も
緩
や
か
に
変
化
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、今
回
は
十
九
世
紀
（
近
世
末
期
か
ら
明
治
初
期
）

と
い
う
明
治
維
新
を
跨
い
だ
枠
組
み
に
拠
り
、
本
学
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を
中
心
に
、
明
治
期
ま
で
継
続
し
た

板
本
時
代
の
様
相
と
、
明
治
期
に
様
々
な
試
行
錯
誤
を
通

じ
て
出
版
さ
れ
た
活
字
活
版
本
の
様
相
の
具
体
的
な
変
遷

を
追
え
る
展
示
を
企
画
し
た
。

大
妻
女
子
大
学　

文
学
部　

教
授　

髙
木　

元

教
授　

木
戸
雄
一

第
一
部　

南
総
里
見
八
犬
伝
の
諸
相

　

稗よ

み

ほ

ん

史
小
説
『
南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん

』 （
以
下
『
八
犬
伝
』）

は
、十
九
世
紀
日
本
文
学
を
代
表
す
る
一
大
長
編
小
説
で
、

九
十
八
巻
百
六
冊
に
お
よ
び
、
肇

じ
よ
う

輯し
ゆ
う（

初
輯
）
が
発
行
さ

れ
た
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
か
ら
完
結
ま
で
二
十
八

年
間
を
要
し
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
完
結
し
た
。

岩
波
文
庫
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
で
は
、
新
版
旧
版
と
も

十
冊
に
及
ぶ
長
編
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
全
巻
読
破
し
た
人

は
多
く
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
作
者
で
あ
る
曲

き
よ
く

亭て
い

馬
琴
（
滝
沢
＋
馬
琴

は
誤
り
）は「
読
ま
れ
ざ
る
文
豪
」と
称
さ
れ
て
久
し
い
が
、

多
く
の
人
々
は
原
文
を
読
む
こ
と
な
く
〈
仁
義
礼
智
忠
信

孝
悌
〉
の
文
字
が
浮
か
ぶ
不
思
議
な
玉
を
持
っ
た
「
里
見

八
犬
士
」
と
呼
ば
れ
る
少
年
達
が
活
躍
す
る
冒
険
小
説
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
原
作
の
完
結
以
前

か
ら
、
原
文
テ
キ
ス
ト
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
続
け

て
い
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
大
衆
絵
入
小
説
で

あ
っ
た
草
双
紙
（
合
巻
）
の
『
仮か

名な

読よ
み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん

』（
三
十
一

編
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
か
ら
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
）

や
『
雪せ
つ

梅ば
い

芳ほ
う

譚だ
ん

犬い
ぬ

の
草そ
う

紙し

』（
六
十
編
、嘉
永
元
（
一
八
四
八
）

年
か
ら
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
が
あ
る
。
こ
の
二
作

は
別
の
板
元
か
ら
競
作
と
し
て
出
板
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
鈍
亭
（
仮
名
垣
）
魯
文
編
の
抄ダ
イ
ジ
エ
ス
ト

録
本
『
英え
い

名め
い

八は
つ

犬け
ん

士し

』
が
あ
り
、
後
に
改
題
改
竄
本
『
里
見
八
犬
伝
』

が
出
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
常
磐
津
、
狂
歌
本
、
講

談
種
、
春
本
に
ま
で
扱
わ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
に

到
る
ま
で
幾
度
と
な
く
芝
居
（
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
・
商
業

演
劇
）
な
ど
で
も
上
演
さ
れ
、
寄
席
で
話
芸
と
し
て
講
談

で
演
じ
ら
れ
た
り
、
そ
の
速
記
本
を
含
め
た
講
談
本
に
も

な
っ
た
。
そ
の
後
も
明
治
大
正
昭
和
を
経
て
現
代
に
到
る

ま
で
、
児
童
書
や
映
画
・
ア
ニ
メ
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
や
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
と
し
て
も
改リ
メ
イ
ク作
さ
れ
続
け
、
改ス
ピ
ン
オ
フ作も
少
な
く
な

い
。
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
ぶ
り
は
、
他
の
日
本

古
典
文
学
で
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
現
象
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
展
示
で
は
、
初
板
初
摺
に
近
い

板
木
を
用
い
て
摺
ら
れ
た
板
本
（
原
本
）
か
ら
、
そ
の

後
摺
本
へ
の
変
化
や
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も

摺
ら
れ
続
け
た
板
本
の
様
相
を
、
原
本
に
即
し
て
理

解
出
来
る
よ
う
に
展
示
し
て
み
た
。
ま
た
明
治
十
五

（
一
八
八
二
）
年
か
ら
出
さ
れ
た
和
装
の
変
体
仮
名
の
活

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
活
版
本
も
御
覧
頂
き
た
い
。
こ

れ
に
は
一
部
の
口
絵
挿
絵
が
模
刻
し
て
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
多
色
摺
の
錦
絵
風
摺
付
表
紙
を
備
え
た

草
双
紙
の
美
し
さ
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
ご
注
目
頂
き
た
い
。

（
第
一
部
解
説　

髙
木　

元
）



一 
南な

ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

全
九
輯　

九
十
七
冊
、
半
紙
本

文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
～

　

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

読よ
み

本ほ
ん

は
大
変
に
高
価
な
本
で
あ
っ
た
の
で
、
一
般
的

に
は
貸
本
屋
を
通
じ
て
読
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
展

示
資
料
に
は
貸
本
屋
印
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
裕
福
な

愛
書
家
が
購
入
し
た
本
が
、
現
在
ま
で
大
切
に
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
部
改
装
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
大
変
に
保
存
状
態
の
良
い
美
本
で
あ

る
。

　

展
示
資
料
は
一
冊
（
第
五
輯
巻
三
）
だ
け
が
欠
本
で
あ

る
が
、
本
来
上
下
二
分
冊
さ
れ
て
い
た
巻
々
（
第
六
輯
巻

五
、
第
九
輯
巻
十
二
、
巻
四
十
二
、
巻
五
十
三
）
を
合が
つ

綴て
つ

。

結
果
と
し
て
、
本
来
の
綴
じ
方
で
あ
れ
ば
全
百
六
冊
中

一
冊
欠
の
百
五
冊
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
九
十
七
冊
と

な
っ
て
い
る
。

　

基
本
的
に
、
肇
じ
よ
う

輯し
ゆ
うか
ら
七
輯
ま
で
は
文
溪
堂
（
丁
子
屋

平
兵
衛
）
に
拠
っ
て
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
以
降
に
出

さ
れ
た
改
修
後
印
本
。
な
か
で
も
比
較
的
早
い
段
階
で

摺
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
肇
輯
と
二
輯

の
表
紙
が
早
印
本
と
は
別
の
意
匠
で
作
り
替
え
ら
れ
て

い
る
。
八
輯
以
下
は
一
部
を
除
い
て
文
溪
堂
板
の
初
板

早
印
本
で
あ
る
。

二 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

第
二
・
五
・
六
・
七
輯

各
五
・
五
・
六
・
七
冊　

半
紙
本　

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
以
降
の
後
印
本

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

こ
の
資
料
は
、
天
保
期
を
さ
ら
に
下
っ
た
江
戸
末
期

に
出
さ
れ
た
文
溪
堂
板
の
改
修
後
印
本
で
あ
る
。
第
五

輯
の
表
紙
は
早
印
本
の
模
刻
が
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
・

六
・
七
輯
の
表
紙
が
新
た
に
作
り
直
さ
れ
て
い
る
。
第
二

輯
は
口
絵
挿
絵
の
彩
色
板
を
新
た
に
改
刻
し
、
濃
淡
二

色
の
薄
墨
板
や
艶
墨
板
を
誂
え
て
、
や
や
厚
手
の
楮
紙

を
用
い
て
摺
り
、
見
栄
え
を
良
く
改
修
し
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
資
料
一
の
欠
本
（
第
五
輯
巻
三
）
を
備
え

て
い
る
が
、
見
開
き
の
挿
絵
「
闘
牛
図
」（
七
輯
巻
五
）

は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

三 �

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画　

後
印
本　

九
輯
五
十
三
巻
百
六
冊　

半
紙
本

名
山
閣
（
和
泉
屋
吉
兵
衛
）
板　

明
治
初
期
刊

�

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

見
返
し
に
「
東
亰
名
山
閣
版
」
と
あ
る
。
基
本
的
に

八
輯
以
下
の
板
元
で
あ
る
文
溪
堂
が
出
板
し
た
後
印
本

（
四
五
輯
を
各
五
巻
五
冊
に
改
編
）
を
踏
ま
え
た
構
成
で
あ

る
。
初
版
初
印
本
の
第
九
輯
下
帙
下
編
之
上
〈
巻
三
十
六

～
四
十
〉
の
表
紙
の
意
匠
を
粗
雑
に
摸
し
た
も
の
。
上
部

は
紺
色
地
の
ボ
カ
シ
下
げ
白
抜
き
、
下
部
は
鸚
お
う
む

鵡
緑
地
の

ボ
カ
シ
挙
げ
に
子
犬
を
白
抜
き
、
乾
坤
一
草
亭
印
は
紅
色

摺
。

　

刊
記
は
「
大
阪　

河
内
屋
喜
兵
衛
＼
同　

伊
丹
屋
善
兵

衛
＼
同　

敦
賀
屋
九
兵
衛
＼
同　

秋
田
屋
太
右
エ
門
＼
同　

河
内
屋
茂
兵
衛
＼
同　

河
内
屋
和
助
＼
同　

秋
田
屋
市
兵

衛
＼
西
京　

出
雲
寺
文
次
郎
＼
同　

村
上
勘
兵
衛
＼
同　

勝
屋
伊
八
＼
同　

出
雲
寺
萬
治
衛
＼
同　

小
林
新
兵
衛
＼

同　

丸
屋
善
七
＼
同　

和
泉
屋
市
兵
衛
＼
同　

須
原
村
治

右
衛
門
＼
同　

杉
本
甚
助
」「
東
京　

須
原
屋
茂
兵
衛
＼

同　

山
城
屋
佐
兵
郎
＼
同　

椀
屋
喜
兵
衛
＼
同　

近
江
屋

半
七
＼
同　

長
門
屋
龜
七
＼
同　

三
家
村
佐
平
」「
名
山

閣
＼
東
京
芝
大
神
宮
前
書
舗　

和
泉
屋
吉
兵
衛
發
售
」（
後

ろ
表
紙
見
返
し
）

　

刊
年
の
記
載
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
明
治
十
～
二
十
年

代
（
一
八
七
七
～
一
八
九
六
）
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

四 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

後
印
本　

半
紙
本　

三
十
七
冊　

半
紙
本

博
文
館
（
大
橋
新
太
郎
）

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

既
に
多
数
の
活
字
洋
装
翻
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た

明
治
三
十
年
に
至
っ
て
も
、
板
木
か
ら
摺
り
出
し
た
和

装
本
が
、
謂
わ
ば
「
豪
華
愛
蔵
版
」
と
し
て
木
箱
（
高
さ

四
十
七
㎝
×
幅
十
八
㎝
×
奥
行
二
十
六
㎝
）
に
入
れ
ら
れ
て

売
ら
れ
て
い
た
。

　

全
九
輯
五
十
三
巻
。
半
紙
本
三
十
七
冊
（
合
冊
）、
表

紙
は
小
豆
色
地
絹
目
に
唐
草
模
様
、
外
題
「
南
總
里
見
八

犬
傳　

一
（
～
三
十
七
）」、
見
返
「
曲
亭
馬
琴
著
作
＼
南

總
里
見
八
犬
傳
＼
東
京　

博
文
館
藏
版
」（
赤
色
地
墨
摺
）、

刊
記
「
明
治
三
十
年
七
月
二
十
八
日
翻
刻
印
刷
＼
明
治

三
十
年
七
月
三
十
一
日
發
行
＼
發
行
兼
＼
印
刷
者　

日
本

橋
區
本
町
三
丁
目
八
番
地　

大
橋
新
太
郎
＼
發
兌
書
林
東

京
市
日
本
橋
區
本
町
三
丁
目　

博
文
館
」。

　

た
だ
し
、「
博
文
館
出
版
圖
書
目
録
」（
創
業
二
十
週
（
マ
マ
）年

記
念
発
兌
「
太
陽
増
刊
」、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
六
月

十
五
日
、
博
文
館
）
に
、「
曲
亭
馬
琴
翁
著
（
本
箱
入
）
全

五
十
冊
（
大
判
三
〇
五
一
枚
）
＼
［
和
装
並
製
］
南
總
里
見

八
犬
傳　

正
價
九
円
五
拾
錢
＼
小
包
料
六
拾
四
錢
」
と

見
え
て
い
る
の
は
、
冊
数
は
異
な
る
が
同
様
の
板
本
で

あ
ろ
う
か
。
実
物
は
未
見
で
あ
る
。

五 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

三
十
七
冊　

半
紙
本

博
文
館
（
大
橋
新
太
郎
）

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

同
前
の
板
本
。
原
板
木
を
用
い
て
発
行
さ
れ
た
最
も

新
し
い
後
印
本
『
八
犬
伝
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

和
装
活
版　

半
紙
本
、
四
十
二
冊

東
京
稗
史
出
版　

明
治
十
五(

一
八
八
二)

年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　
『
八
犬
伝
』
の
活
字
翻
刻
本
は
明
治
十
（
一
八
七
七
）

年
代
の
半
ば
か
ら
和
装
本
で
出
版
さ
れ
始
め
、
東
京

稗
史
出
版
社
版
（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
～
明
治
十
八

（
一
八
八
五
）
年
）
は
黄
土
色
表
紙
の
半
紙
本
仕
立
て
、
全

四
十
二
冊
の
立
派
な
仕
立
で
あ
る
。

　

各
輯
巻
頭
の
口
絵
だ
け
を
薄
墨
板
ま
で
覆
刻
し
て
い

る
が
、
原
板
木
を
使
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。
第
九
輯

三
十
二
巻
の
巻
末
広
告
に
は
「
畫
圖
原
本
飜
刻
」
と
あ

る
が
、
原
本
を
摸
し
て
改
刻
さ
れ
た
板
を
使
っ
た
も
の

で
、
新
た
に
描
き
直
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意

味
の
よ
う
だ
。
挿
絵
の
大
部
分
は
省
か
れ
て
い
る
。
第

三
輯
ま
で
が
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
十
一
月
、
第
七

輯
ま
で
が
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
三
月
、
第
九
輯
巻

十
八
ま
で
が
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
十
一
月
、
同
巻

三
十
二
ま
で
が
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
四
月
、
同
巻

五
十
三
ま
で
が
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
三
月
に
出
さ

れ
て
い
る
。

七 

雪せ
つ

梅ば
い

芳ほ
う

譚だ
ん　

犬い
ぬ

の
草そ

う

紙し　

笠
亭
仙
果
（
二
代
目
柳
亭
種
彦
）
鈔
し
よ
う

録ろ
く

三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
ほ
か
画

中
本　

五
十
五
編
迄
百
十
冊

初
編
が
松
坂
屋
太
平
治
板
三
編

以
下
は
紅
英
堂
蔦
屋
吉
蔵
板

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
～

　

 

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

読
本
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
基
づ
き
、
全
丁
に
挿
絵

を
施
し
、
本
文
を
平
仮
名
主
体
に
書
き
直
し
草
双
紙
化

し
た
も
の
。
美
し
い
錦
絵
風
の
摺
付
表
紙
が
目
を
惹
く
。

貸
本
屋
を
通
じ
て
読
ま
れ
た
高
価
な
読
本
に
対
し
て
、

草
双
紙
は
個
人
が
購
入
可
能
な
値
段
で
、
毎
年
正
月
に
出

板
さ
れ
て
い
た
。
作
者
は
笠
亭
仙
果
（
二
代
目
柳
亭
種
彦
）

で
あ
る
が
、鈔
録
な
の
で
「
作
」
で
は
な
く
「
鈔
録
」「
訳
」

と
記
し
て
い
る
。
画
工
は
役
者
似
顔
絵
の
名
手
で
あ
る
歌

川
派
の
三
代
豊
国
（
国
貞
）
と
そ
の
門
下
が
担
当
し
て
い

て
評
判
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
登
場
人
物
名
や
地
名
等
は

原
本
の
相
当
す
る
人
物
等
が
分
か
る
程
度
で
は
あ
る
が
、

表
記
を
含
め
て
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
八
犬
伝
を
草
双
紙
化
し
た
『
仮
名
読

八
犬
伝
』
が
出
さ
れ
、
競
合
し
つ
つ
も
人
気
を
二
分
し
た
。

八 

仮か

名な

読よ
み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　　

為
永
春
水
（
一
～
十
六
編
）・

鳳
簫
菴
琴
童
（
十
七
～
二
十
七
編
）・

仮
名
垣
魯
文
（
二
十
八
～
三
十
一
編
）
作

一
勇
斎
国
芳
（
一
～
二
十
七
編
）・

一
恵
斎
芳
幾
（
二
十
八
～
三
十
一
編
）
画

中
本　

三
十
一
編
六
十
二
冊

二
十
七
編
ま
で
は
文
溪
堂
（
丁
子
屋
平
兵
衛
）

二
十
八
編
～
三
十
一
編
は
菊
寿
堂
板

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
～

　

 

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

二
十
九
～
三
十
一
編
欠
。

参
考
資
料

　

八
犬
伝
か
ら
派
生
し
た
鈔
し
よ
う

録ろ
く

も
の
を
挙
げ
る
。
Ａ 

鈍

亭
魯
文
『
英
名
八
犬
士
』（
切
附
本
、
八
編
八
冊
、
安
政
二

（
一
八
五
五
）、
伊
勢
屋
忠
兵
衛
板
）。
原
作
の
本
文
を
切
り

貼
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
作
に
は
、
Ｂ 「
曲
亭
馬
琴
著
」

と
改
竄
さ
れ
た
改
題
後
印
本
『
里
見
八
犬
伝
』（
袋
入
本
、

八
巻
八
冊
、
明
治
初
期
、
木
村
文
三
郎
板
）
が
あ
る
。
ま
た
、

Ｃ 

鈍
亭
魯
文
『
當
世
八
犬
傳
』（
合
巻
、
一
冊
、
芳
宗
画
、

安
政
三
年
、
糸
屋
庄
兵
衛
板
）
は
鈔
録
と
云
う
よ
り
は
名
場

面
集
と
い
う
風
情
で
、
世
界
一
短
い
八
犬
伝
で
あ
る
。
Ｄ 

二
代
目
為
永
春
水
『
今
様
八
犬
伝
』（
正
本
写
合
巻
、
六
編
、

国
芳
画
、
嘉
永
五
～
六
（
一
八
五
二
～
三
）
年
、
錦
耕
堂
山
口

屋
藤
兵
衛
・
紅
英
堂
蔦
屋
吉
蔵
板
）
は
、
嘉
永
五
年
の
八
犬

伝
歌
舞
伎
上
演
に
際
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
役
者
似
顔

を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
Ｅ 

長は

谷せ

川が
わ

小こ

信の
ぶ

画
『
里
見
八

犬
傳
』（
合
羽
摺
合
巻
、
二
冊
、
明
治
初
期
、
大
阪 

綿
屋 

前
田

喜
兵
衛
板
）
は
ス
テ
ン
シ
ル
に
拠
る
彩
色
本
。
Ｆ 

町
田
瀧

司
編
『
明
治
新
刻 

繪
本
八
犬
傳
』（
銅
版
絵
本
、
一
冊
、
明

治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
山
本
常
次
郎
）
と
、『
繪
本
里
見

八
犬
傳
』（
銅
版
絵
本
、
一
冊
、
明
治
二
十
二
年
、
大
阪 

荻
田

庄
七
）。
Ｇ 『
里
見
八
犬
傳
』（
明
治
期
合
巻
、
二
冊
、
明
治

初
期
）
は
化
学
染
料
を
用
い
た
赤
色
を
主
体
と
し
た
表
紙

を
も
ち
、
本
文
は
仮
名
漢
字
交
じ
り
で
、
絵
は
粗
雑
な
も

の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
八
犬
士
の
次
世
代
を
描
い
た
二
代



一 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

全
九
輯　

九
十
七
冊
、
半
紙
本

文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
～

　

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

読よ
み

本ほ
ん

は
大
変
に
高
価
な
本
で
あ
っ
た
の
で
、
一
般
的

に
は
貸
本
屋
を
通
じ
て
読
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
展

示
資
料
に
は
貸
本
屋
印
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
裕
福
な

愛
書
家
が
購
入
し
た
本
が
、
現
在
ま
で
大
切
に
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
部
改
装
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
大
変
に
保
存
状
態
の
良
い
美
本
で
あ

る
。

　

展
示
資
料
は
一
冊
（
第
五
輯
巻
三
）
だ
け
が
欠
本
で
あ

る
が
、
本
来
上
下
二
分
冊
さ
れ
て
い
た
巻
々
（
第
六
輯
巻

五
、
第
九
輯
巻
十
二
、
巻
四
十
二
、
巻
五
十
三
）
を
合が
つ

綴て
つ

。

結
果
と
し
て
、
本
来
の
綴
じ
方
で
あ
れ
ば
全
百
六
冊
中

一
冊
欠
の
百
五
冊
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
九
十
七
冊
と

な
っ
て
い
る
。

　

基
本
的
に
、
肇
じ
よ
う

輯し
ゆ
うか
ら
七
輯
ま
で
は
文
溪
堂
（
丁
子
屋

平
兵
衛
）
に
拠
っ
て
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
以
降
に
出

さ
れ
た
改
修
後
印
本
。
な
か
で
も
比
較
的
早
い
段
階
で

摺
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
肇
輯
と
二
輯

の
表
紙
が
早
印
本
と
は
別
の
意
匠
で
作
り
替
え
ら
れ
て

い
る
。
八
輯
以
下
は
一
部
を
除
い
て
文
溪
堂
板
の
初
板

早
印
本
で
あ
る
。

二 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

第
二
・
五
・
六
・
七
輯

各
五
・
五
・
六
・
七
冊　

半
紙
本　

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
以
降
の
後
印
本

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

こ
の
資
料
は
、
天
保
期
を
さ
ら
に
下
っ
た
江
戸
末
期

に
出
さ
れ
た
文
溪
堂
板
の
改
修
後
印
本
で
あ
る
。
第
五

輯
の
表
紙
は
早
印
本
の
模
刻
が
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
・

六
・
七
輯
の
表
紙
が
新
た
に
作
り
直
さ
れ
て
い
る
。
第
二

輯
は
口
絵
挿
絵
の
彩
色
板
を
新
た
に
改
刻
し
、
濃
淡
二

色
の
薄
墨
板
や
艶
墨
板
を
誂
え
て
、
や
や
厚
手
の
楮
紙

を
用
い
て
摺
り
、
見
栄
え
を
良
く
改
修
し
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
資
料
一
の
欠
本
（
第
五
輯
巻
三
）
を
備
え

て
い
る
が
、
見
開
き
の
挿
絵
「
闘
牛
図
」（
七
輯
巻
五
）

は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

三 �

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画　

後
印
本　

九
輯
五
十
三
巻
百
六
冊　

半
紙
本

名
山
閣
（
和
泉
屋
吉
兵
衛
）
板　

明
治
初
期
刊

�

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

八
犬
傳　

正
價
九
円
五
拾
錢
＼
小
包
料
六
拾
四
錢
」
と

見
え
て
い
る
の
は
、
冊
数
は
異
な
る
が
同
様
の
板
本
で

あ
ろ
う
か
。
実
物
は
未
見
で
あ
る
。

五 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

三
十
七
冊　

半
紙
本

博
文
館
（
大
橋
新
太
郎
）

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

同
前
の
板
本
。
原
板
木
を
用
い
て
発
行
さ
れ
た
最
も

新
し
い
後
印
本
『
八
犬
伝
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六 

南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　

曲
亭
馬
琴
作　

柳
川
重
信
・
溪
齋
英
泉
画

和
装
活
版　

半
紙
本
、
四
十
二
冊

東
京
稗
史
出
版　

明
治
十
五(

一
八
八
二)

年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　
『
八
犬
伝
』
の
活
字
翻
刻
本
は
明
治
十
（
一
八
七
七
）

年
代
の
半
ば
か
ら
和
装
本
で
出
版
さ
れ
始
め
、
東
京

稗
史
出
版
社
版
（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
～
明
治
十
八

（
一
八
八
五
）
年
）
は
黄
土
色
表
紙
の
半
紙
本
仕
立
て
、
全

四
十
二
冊
の
立
派
な
仕
立
で
あ
る
。

　

各
輯
巻
頭
の
口
絵
だ
け
を
薄
墨
板
ま
で
覆
刻
し
て
い

る
が
、
原
板
木
を
使
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。
第
九
輯

三
十
二
巻
の
巻
末
広
告
に
は
「
畫
圖
原
本
飜
刻
」
と
あ

る
が
、
原
本
を
摸
し
て
改
刻
さ
れ
た
板
を
使
っ
た
も
の

で
、
新
た
に
描
き
直
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意

味
の
よ
う
だ
。
挿
絵
の
大
部
分
は
省
か
れ
て
い
る
。
第

三
輯
ま
で
が
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
十
一
月
、
第
七

輯
ま
で
が
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
三
月
、
第
九
輯
巻

十
八
ま
で
が
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
十
一
月
、
同
巻

三
十
二
ま
で
が
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
四
月
、
同
巻

五
十
三
ま
で
が
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
三
月
に
出
さ

れ
て
い
る
。

七 

雪せ
つ

梅ば
い

芳ほ
う

譚だ
ん　

犬い
ぬ

の
草そ

う

紙し　

笠
亭
仙
果
（
二
代
目
柳
亭
種
彦
）
鈔
し
よ
う

録ろ
く

三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
ほ
か
画

中
本　

五
十
五
編
迄
百
十
冊

初
編
が
松
坂
屋
太
平
治
板
三
編

以
下
は
紅
英
堂
蔦
屋
吉
蔵
板

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
～

　

 

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

読
本
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
基
づ
き
、
全
丁
に
挿
絵

を
施
し
、
本
文
を
平
仮
名
主
体
に
書
き
直
し
草
双
紙
化

し
た
も
の
。
美
し
い
錦
絵
風
の
摺
付
表
紙
が
目
を
惹
く
。

貸
本
屋
を
通
じ
て
読
ま
れ
た
高
価
な
読
本
に
対
し
て
、

草
双
紙
は
個
人
が
購
入
可
能
な
値
段
で
、
毎
年
正
月
に
出

板
さ
れ
て
い
た
。
作
者
は
笠
亭
仙
果
（
二
代
目
柳
亭
種
彦
）

で
あ
る
が
、鈔
録
な
の
で
「
作
」
で
は
な
く
「
鈔
録
」「
訳
」

と
記
し
て
い
る
。
画
工
は
役
者
似
顔
絵
の
名
手
で
あ
る
歌

川
派
の
三
代
豊
国
（
国
貞
）
と
そ
の
門
下
が
担
当
し
て
い

て
評
判
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
登
場
人
物
名
や
地
名
等
は

原
本
の
相
当
す
る
人
物
等
が
分
か
る
程
度
で
は
あ
る
が
、

表
記
を
含
め
て
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
八
犬
伝
を
草
双
紙
化
し
た
『
仮
名
読

八
犬
伝
』
が
出
さ
れ
、
競
合
し
つ
つ
も
人
気
を
二
分
し
た
。

八 

仮か

名な

読よ
み

八は
つ

犬け
ん

伝で
ん　　

為
永
春
水
（
一
～
十
六
編
）・

鳳
簫
菴
琴
童
（
十
七
～
二
十
七
編
）・

仮
名
垣
魯
文
（
二
十
八
～
三
十
一
編
）
作

一
勇
斎
国
芳
（
一
～
二
十
七
編
）・

一
恵
斎
芳
幾
（
二
十
八
～
三
十
一
編
）
画

中
本　

三
十
一
編
六
十
二
冊

二
十
七
編
ま
で
は
文
溪
堂
（
丁
子
屋
平
兵
衛
）

二
十
八
編
～
三
十
一
編
は
菊
寿
堂
板

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
～

　

 

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
刊

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

二
十
九
～
三
十
一
編
欠
。

参
考
資
料

　

八
犬
伝
か
ら
派
生
し
た
鈔
し
よ
う

録ろ
く

も
の
を
挙
げ
る
。
Ａ 

鈍

亭
魯
文
『
英
名
八
犬
士
』（
切
附
本
、
八
編
八
冊
、
安
政
二

（
一
八
五
五
）、
伊
勢
屋
忠
兵
衛
板
）。
原
作
の
本
文
を
切
り

貼
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
作
に
は
、
Ｂ 「
曲
亭
馬
琴
著
」

と
改
竄
さ
れ
た
改
題
後
印
本
『
里
見
八
犬
伝
』（
袋
入
本
、

八
巻
八
冊
、
明
治
初
期
、
木
村
文
三
郎
板
）
が
あ
る
。
ま
た
、

Ｃ 

鈍
亭
魯
文
『
當
世
八
犬
傳
』（
合
巻
、
一
冊
、
芳
宗
画
、

安
政
三
年
、
糸
屋
庄
兵
衛
板
）
は
鈔
録
と
云
う
よ
り
は
名
場

面
集
と
い
う
風
情
で
、
世
界
一
短
い
八
犬
伝
で
あ
る
。
Ｄ 

二
代
目
為
永
春
水
『
今
様
八
犬
伝
』（
正
本
写
合
巻
、
六
編
、

国
芳
画
、
嘉
永
五
～
六
（
一
八
五
二
～
三
）
年
、
錦
耕
堂
山
口

屋
藤
兵
衛
・
紅
英
堂
蔦
屋
吉
蔵
板
）
は
、
嘉
永
五
年
の
八
犬

伝
歌
舞
伎
上
演
に
際
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
役
者
似
顔

を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
Ｅ 

長は

谷せ

川が
わ

小こ

信の
ぶ

画
『
里
見
八

犬
傳
』（
合
羽
摺
合
巻
、
二
冊
、
明
治
初
期
、
大
阪 

綿
屋 

前
田

喜
兵
衛
板
）
は
ス
テ
ン
シ
ル
に
拠
る
彩
色
本
。
Ｆ 

町
田
瀧

司
編
『
明
治
新
刻 

繪
本
八
犬
傳
』（
銅
版
絵
本
、
一
冊
、
明

治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
山
本
常
次
郎
）
と
、『
繪
本
里
見

八
犬
傳
』（
銅
版
絵
本
、
一
冊
、
明
治
二
十
二
年
、
大
阪 

荻
田

庄
七
）。
Ｇ 『
里
見
八
犬
傳
』（
明
治
期
合
巻
、
二
冊
、
明
治

初
期
）
は
化
学
染
料
を
用
い
た
赤
色
を
主
体
と
し
た
表
紙

を
も
ち
、
本
文
は
仮
名
漢
字
交
じ
り
で
、
絵
は
粗
雑
な
も

の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
八
犬
士
の
次
世
代
を
描
い
た
二
代



目
為
永
春
水
『
八
犬
傳
後
日
物
語
』（
合
巻
、
七
編
、
嘉

永
六
～
安
政
四
年
）
や
慕
々
山
人
（
魯
文
）『
佐さ

勢せ

身み

八は
つ

開か
い

傳で
ん

』（
春
本
、
安
政
三
～
四
年
）
な
ど
多
く
の
派
生
作
が
作

ら
れ
た
。

第
二
部　

整
版
か
ら
活
版
へ

　

近
世
期
に
お
け
る
日
本
の
商
業
出
版
の
隆
盛
は
整
版

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
枚
の
木
の
板
に
文
字
と

絵
を
彫
り
込
む
技
術
の
成
熟
は
、
多
様
な
文
字
・
図
版
・

そ
し
て
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
出
版
文
化
を

生
み
出
し
た
。

　

し
か
し
、
幕
末
に
西
洋
の
情
報
が
政
治
的
な
危
機
意

識
に
う
な
が
さ
れ
て
流
れ
込
ん
で
き
た
時
、
西
洋
式
の

金
属
活
字
を
用
い
た
活
版
印
刷
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

も
共
に
流
れ
込
ん
で
く
る
こ
と
に
な
る
。
西
洋
式
の
活

版
印
刷
は
そ
れ
ま
で
の
整
版
と
は
異
な
る
利
点
を
持
っ

て
い
た
。
活
字
に
よ
っ
て
素
早
く
版
を
作
成
で
き
る
活

版
印
刷
は
、
次
々
に
更
新
さ
れ
る
情
報
に
適
し
て
お
り
、

ま
た
活
版
印
刷
自
体
が
情
報
の
更
新
を
う
な
が
し
て
い

た
。
新
聞
・
雑
誌
と
い
っ
た
逐
次
刊
行
物
は
活
版
な
し

に
は
成
り
立
ち
得
な
い
。
ま
た
整
版
の
文
字
よ
り
も
は

る
か
に
小
さ
な
文
字
に
よ
る
組
版
と
洋
紙
両
面
刷
り
は

情
報
密
度
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
活
版
印
刷
と
は
、
情

報
を
速
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
人
々
に
送
り
届
け
る
最
新
の

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
っ
た
。

　

こ
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
に
は
様
々
な
技
術
的
問
題

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
大
き
か
っ
た
の

は
漢
字
の
問
題
で
あ
る
。
複
雑
な
字
画
と
大
量
の
字
数

が
必
要
な
漢
字
活
字
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
は
異
な

る
活
字
の
製
作
法
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
技
術
は
す
で

に
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
の
場
で
実
現
し

て
い
た
。
上
海
の
長
老
教
会
派
の
印
刷
所
で
あ
る
美
華

書
館
は
、
電で
ん

胎た
い

法ほ
う

と
い
う
技
術
に
よ
っ
て
美
し
い
明
朝

体
活
字
に
よ
る
聖
書
の
印
刷
に
成
功
し
て
い
た
。
美
華

書
館
の
技
師
ギ
ャ
ン
ブ
ル
か
ら
伝
習
を
受
け
た
本も
と

木き

昌
し
よ
う

造ぞ
う

は
、
美
華
書
館
の
漢
字
活
字
を
複
製
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
の
基
準
活
字
と
な
る
最
初
の
明
朝
体
活
字
を

作
っ
た
。　

　

明
朝
体
活
字
以
外
に
も
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
複
数
の
金
属
活
字
製
作
の
試
み
が
な
さ
れ
た
。
そ
の

多
く
は
洋
学
系
の
教
育
機
関
な
ど
ご
く
狭
い
範
囲
で

使
用
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
本
木
昌
造
は
明
治
五
年

（
一
八
七
二
年
）
に
明
朝
体
活
字
の
見
本
帳
を
作
り
、
こ

れ
を
商
品
化
し
て
流
布
す
る
道
筋
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
整
版
と
は
異
な
る
活
版
の
特
徴
は
、
そ
れ

ま
で
の
印
刷
・
出
版
文
化
と
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
を

生
み
出
し
た
。
絵
本
類
は
、
文
字
と
図
版
を
基
本
的
に
切

り
離
し
て
印
刷
せ
ざ
る
を
得
な
い
活
版
印
刷
と
、
様
式
上

の
葛
藤
を
生
じ
た
。
ま
た
、
活
字
の
組
み
直
し
に
よ
っ
て

無
数
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
発
生
さ
せ
る
活
版
印
刷
は
、
本

文
校
訂
や
版
の
保
存
に
つ
い
て
も
新
た
な
対
応
を
必
要
と

し
た
。
銅
版
印
刷
は
、
活
字
並
み
の
細
字
と
絵
を
同
一
の

版
に
彫
り
込
め
る
技
術
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
活
版
印
刷

を
脅
か
す
技
術
に
な
り
か
け
た
。
だ
が
、
最
終
的
に
は
技

術
者
の
熟
練
を
比
較
的
問
わ
ず
、
労
働
力
の
集
約
お
よ
び

機
械
化
を
実
現
し
た
活
版
印
刷
が
印
刷
の
主
流
と
な
り
、

日
本
の
出
版
文
化
は
近
代
的
な
段
階
に
入
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。　

       　
　
　
　
（
第
二
部
解
説　

木
戸
雄
一
）

九 

平へ
い

家け

物も
の

語
が
た
り

圖づ

會ゑ　

前
編　

大
本
（
二
四
・
九
㎝
×
一
七
・
五
㎝
）

六
巻
六
冊
（
合
一
冊
）

高
井
蘭
山
校
正
・
蹄
齋
北
馬
画
、
羣
玉
堂
蔵
版

文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年

伏
見
屋
半
三
郎
・
河
内
屋
茂
兵
衛
・
大
阪
屋
茂
吉
郎

個
人
蔵

　

江
戸
読よ
み

本ほ
ん

の
中
で
も
図ず

会え

も
の
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
種

で
、挿
絵
を
加
え
て
原
話
を
抄
出
し
た
も
の
。
自
叙
は「
文

政
九
（
一
八
二
六
）
年
丙
戌
夏
至
」
と
あ
る
が
、
刊
記
は

三
年
後
に
な
っ
て
い
る
。

　

展
示
資
料
は
桃
色
無
地
表
紙
左
肩
に
題だ
い

簽せ
ん

「
平
家
物
語

圖
會 

前
編 

全
」。見
返
な
し
、巻
頭
に
後
編（
巻
之
七
）の「
平

家
物
語
圖
繪
序
［
水
落
石
出
］」
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

本
文
中
や
上
部
に
墨
に
拠
る
毛
筆
と
赤
イ
ン
ク
に
拠
る
活

字
の
種
類
や
大
き
さ
な
ど
の
組
版
指
定
の
書
き
込
み
と
、

朱
墨
に
拠
る
本
文
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
洋
装
活
版
本（
ボ
ー

ル
表
紙
本
）『
絵
本
平
家
物
語
』
の
原
稿
と
し
て
使
用
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
初
期
の
翻
刻
本
は
、
板
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
崩

し
字
が
読
め
る
職
人
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
わ

ざ
わ
ざ
手
書
き
の
翻
刻
原
稿
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

板
本
が
そ
の
ま
ま
原
稿
（
組
版
指
定
紙
）
と
し
て
用
い
ら

れ
た
こ
と
を
証
す
る
資
料
で
あ
る
。　
　
　
　
（
髙
木
稿
）

一
〇  　
平
家
物
語　

全

（巻
頭
題

「平
家
物
語
圖
會
」）

洋
装
活
字
本　
（
所
謂
「
ボ
ー
ル
表
紙
」

一
八
・
二
㎝
×
一
二
・
四
㎝
）　

四
九
三
頁

一
冊　

高
井
蘭
山
編　

一
龍
斎
國
松
画

明
治
十
九
年
三
月
四
日
御
届
＼
同
七
月
出
版

大
阪 

駸
々
堂　

個
人
蔵

　
『
平
家
物
語
圖
會
』
の
翻
刻
活
字
本
と
し
て
は
四
種
の

ボ
ー
ル
表
紙
本
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
一
本
は
確
実

に
、
組
版
指
定
を
書
き
入
れ
た
板
本
を
使
用
し
て
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
は
四
号
明
朝
活
字
、
四
十
字
詰
×
十
三
行
と
い

う
組
み
指
定
、
仮
名
序
は
変
体
仮
名
で
書
か
れ
た
板
面

の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
四
号
菱
湖
が
指
定
さ
れ
、
飾
枠

の
図
柄
指
定
、
項
目
毎
の
「
○
」
を
「
●
」
に
変
更
す

る
点
、
挿
絵
目
録
の
削
除
や
訂
正
、
替
頁
指
定
ま
で
、

こ
と
ご
と
く
指
定
通
り
に
組
版
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

な
お
、
前
後
編
の
序
や
、
繍
し
ゆ
う

像ぞ
う

風
に
人
物
本
位
に
さ

れ
た
口
絵
は
巻
頭
に
集
約
さ
れ
、
挿
絵
も
原
本
の
摸
写

で
は
な
く
、
適
宜
省
略
さ
れ
た
上
で
選
ば
れ
た
画
題
と

し
て
見
慣
れ
た
場
面
が
、
一
龍
斎
國
松
に
拠
り
描
き
直

さ
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
展
示
し
た
も
の
は
前
編
の
み
で
、
後

編
は
所
在
不
明
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
木
稿
）

一
一 

新し
ん

約や
く

全ぜ
ん

書し
よ　

美
華
書
館
刊　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

一
冊　

一
八
・
〇
㎝
×
十
一
・
八
㎝　

個
人
蔵

　

上
海
の
長
老
教
会
派
の
印
刷
所
で
あ
る
美
華
書
館
が

刊
行
し
た
活
版
の
漢
訳
聖
書
。
美
華
書
館
の
印
刷
技
師

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
っ
て
電
胎
法
で
鋳
造

さ
れ
た
ス
モ
ー
ル
パ
イ
カ
（
当
時
の
活
字
サ
イ
ズ
の
規
格
）

の
明
朝
体
活
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
後

に
来
日
し
て
電
胎
法
に
よ
る
漢
字
活
字
の
製
法
を
伝
習

す
る
。
そ
の
教
え
を
受
け
た
本
木
昌
造
に
よ
っ
て
美
華

書
館
の
ス
モ
ー
ル
パ
イ
カ
活
字
が
父
型
と
し
て
使
わ
れ
、

最
初
の
五
号
明
朝
体
活
字
が
生
ま
れ
た
。

一
二 

学
問
の
す
す
め　　

福
沢
諭
吉　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
～

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年

一
冊　

一
八
・
一
㎝
×
一
二
・
九
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　
『
学
問
ノ
ス
ヽ
メ
』
は
第
四
編
（
一
八
七
二
年
一
月
）
か

ら
第
十
一
編
（
一
八
七
四
年
七
月
）
ま
で
が
活
版
本
（
た

だ
し
六
・
七
編
は
整
版
も
あ
り
。
第
十
編
は
整
版
の
み
）。

本
木
系
活
字
の
一
種
と
見
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。
東

京
銀
座
で
活
字
製
造
業
を
始
め
た
志し

貴き

和わ

介す
け

の
製
造
し

た
活
字
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ

る
。

本　繪



目
為
永
春
水
『
八
犬
傳
後
日
物
語
』（
合
巻
、
七
編
、
嘉

永
六
～
安
政
四
年
）
や
慕
々
山
人
（
魯
文
）『
佐さ

勢せ

身み

八は
つ

開か
い

傳で
ん

』（
春
本
、
安
政
三
～
四
年
）
な
ど
多
く
の
派
生
作
が
作

ら
れ
た
。

第
二
部　

整
版
か
ら
活
版
へ

　

近
世
期
に
お
け
る
日
本
の
商
業
出
版
の
隆
盛
は
整
版

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
枚
の
木
の
板
に
文
字
と

絵
を
彫
り
込
む
技
術
の
成
熟
は
、
多
様
な
文
字
・
図
版
・

そ
し
て
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
出
版
文
化
を

生
み
出
し
た
。

　

し
か
し
、
幕
末
に
西
洋
の
情
報
が
政
治
的
な
危
機
意

識
に
う
な
が
さ
れ
て
流
れ
込
ん
で
き
た
時
、
西
洋
式
の

金
属
活
字
を
用
い
た
活
版
印
刷
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

も
共
に
流
れ
込
ん
で
く
る
こ
と
に
な
る
。
西
洋
式
の
活

版
印
刷
は
そ
れ
ま
で
の
整
版
と
は
異
な
る
利
点
を
持
っ

て
い
た
。
活
字
に
よ
っ
て
素
早
く
版
を
作
成
で
き
る
活

版
印
刷
は
、
次
々
に
更
新
さ
れ
る
情
報
に
適
し
て
お
り
、

ま
た
活
版
印
刷
自
体
が
情
報
の
更
新
を
う
な
が
し
て
い

た
。
新
聞
・
雑
誌
と
い
っ
た
逐
次
刊
行
物
は
活
版
な
し

に
は
成
り
立
ち
得
な
い
。
ま
た
整
版
の
文
字
よ
り
も
は

る
か
に
小
さ
な
文
字
に
よ
る
組
版
と
洋
紙
両
面
刷
り
は

情
報
密
度
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
活
版
印
刷
と
は
、
情

報
を
速
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
人
々
に
送
り
届
け
る
最
新
の

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
っ
た
。

　

こ
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
に
は
様
々
な
技
術
的
問
題

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
大
き
か
っ
た
の

は
漢
字
の
問
題
で
あ
る
。
複
雑
な
字
画
と
大
量
の
字
数

が
必
要
な
漢
字
活
字
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
は
異
な

る
活
字
の
製
作
法
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
技
術
は
す
で

に
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
の
場
で
実
現
し

て
い
た
。
上
海
の
長
老
教
会
派
の
印
刷
所
で
あ
る
美
華

書
館
は
、
電で
ん

胎た
い

法ほ
う

と
い
う
技
術
に
よ
っ
て
美
し
い
明
朝

体
活
字
に
よ
る
聖
書
の
印
刷
に
成
功
し
て
い
た
。
美
華

書
館
の
技
師
ギ
ャ
ン
ブ
ル
か
ら
伝
習
を
受
け
た
本も
と

木き

昌
し
よ
う

造ぞ
う

は
、
美
華
書
館
の
漢
字
活
字
を
複
製
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
の
基
準
活
字
と
な
る
最
初
の
明
朝
体
活
字
を

作
っ
た
。　

　

明
朝
体
活
字
以
外
に
も
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
複
数
の
金
属
活
字
製
作
の
試
み
が
な
さ
れ
た
。
そ
の

多
く
は
洋
学
系
の
教
育
機
関
な
ど
ご
く
狭
い
範
囲
で

使
用
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
本
木
昌
造
は
明
治
五
年

（
一
八
七
二
年
）
に
明
朝
体
活
字
の
見
本
帳
を
作
り
、
こ

れ
を
商
品
化
し
て
流
布
す
る
道
筋
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
整
版
と
は
異
な
る
活
版
の
特
徴
は
、
そ
れ

ま
で
の
印
刷
・
出
版
文
化
と
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
を

生
み
出
し
た
。
絵
本
類
は
、
文
字
と
図
版
を
基
本
的
に
切

り
離
し
て
印
刷
せ
ざ
る
を
得
な
い
活
版
印
刷
と
、
様
式
上

の
葛
藤
を
生
じ
た
。
ま
た
、
活
字
の
組
み
直
し
に
よ
っ
て

無
数
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
発
生
さ
せ
る
活
版
印
刷
は
、
本

文
校
訂
や
版
の
保
存
に
つ
い
て
も
新
た
な
対
応
を
必
要
と

し
た
。
銅
版
印
刷
は
、
活
字
並
み
の
細
字
と
絵
を
同
一
の

版
に
彫
り
込
め
る
技
術
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
活
版
印
刷

を
脅
か
す
技
術
に
な
り
か
け
た
。
だ
が
、
最
終
的
に
は
技

術
者
の
熟
練
を
比
較
的
問
わ
ず
、
労
働
力
の
集
約
お
よ
び

機
械
化
を
実
現
し
た
活
版
印
刷
が
印
刷
の
主
流
と
な
り
、

日
本
の
出
版
文
化
は
近
代
的
な
段
階
に
入
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。　

       　
　
　
　
（
第
二
部
解
説　

木
戸
雄
一
）

九 

平へ
い

家け

物も
の

語
が
た
り

圖づ

會ゑ　

前
編　

大
本
（
二
四
・
九
㎝
×
一
七
・
五
㎝
）

六
巻
六
冊
（
合
一
冊
）

高
井
蘭
山
校
正
・
蹄
齋
北
馬
画
、
羣
玉
堂
蔵
版

文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年

伏
見
屋
半
三
郎
・
河
内
屋
茂
兵
衛
・
大
阪
屋
茂
吉
郎

個
人
蔵

　

江
戸
読よ
み

本ほ
ん

の
中
で
も
図ず

会え

も
の
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
種

で
、挿
絵
を
加
え
て
原
話
を
抄
出
し
た
も
の
。
自
叙
は「
文

政
九
（
一
八
二
六
）
年
丙
戌
夏
至
」
と
あ
る
が
、
刊
記
は

三
年
後
に
な
っ
て
い
る
。

　

展
示
資
料
は
桃
色
無
地
表
紙
左
肩
に
題だ
い

簽せ
ん

「
平
家
物
語

圖
會 

前
編 

全
」。見
返
な
し
、巻
頭
に
後
編（
巻
之
七
）の「
平

家
物
語
圖
繪
序
［
水
落
石
出
］」
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

本
文
中
や
上
部
に
墨
に
拠
る
毛
筆
と
赤
イ
ン
ク
に
拠
る
活

字
の
種
類
や
大
き
さ
な
ど
の
組
版
指
定
の
書
き
込
み
と
、

朱
墨
に
拠
る
本
文
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
洋
装
活
版
本（
ボ
ー

ル
表
紙
本
）『
絵
本
平
家
物
語
』
の
原
稿
と
し
て
使
用
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
初
期
の
翻
刻
本
は
、
板
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
崩

し
字
が
読
め
る
職
人
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
わ

ざ
わ
ざ
手
書
き
の
翻
刻
原
稿
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

板
本
が
そ
の
ま
ま
原
稿
（
組
版
指
定
紙
）
と
し
て
用
い
ら

れ
た
こ
と
を
証
す
る
資
料
で
あ
る
。　
　
　
　
（
髙
木
稿
）

一
〇  　
平
家
物
語　

全

（巻
頭
題

「平
家
物
語
圖
會
」）

洋
装
活
字
本　
（
所
謂
「
ボ
ー
ル
表
紙
」

一
八
・
二
㎝
×
一
二
・
四
㎝
）　

四
九
三
頁

一
冊　

高
井
蘭
山
編　

一
龍
斎
國
松
画

明
治
十
九
年
三
月
四
日
御
届
＼
同
七
月
出
版

大
阪 

駸
々
堂　

個
人
蔵

　
『
平
家
物
語
圖
會
』
の
翻
刻
活
字
本
と
し
て
は
四
種
の

ボ
ー
ル
表
紙
本
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
一
本
は
確
実

に
、
組
版
指
定
を
書
き
入
れ
た
板
本
を
使
用
し
て
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
は
四
号
明
朝
活
字
、
四
十
字
詰
×
十
三
行
と
い

う
組
み
指
定
、
仮
名
序
は
変
体
仮
名
で
書
か
れ
た
板
面

の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
四
号
菱
湖
が
指
定
さ
れ
、
飾
枠

の
図
柄
指
定
、
項
目
毎
の
「
○
」
を
「
●
」
に
変
更
す

る
点
、
挿
絵
目
録
の
削
除
や
訂
正
、
替
頁
指
定
ま
で
、

こ
と
ご
と
く
指
定
通
り
に
組
版
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

な
お
、
前
後
編
の
序
や
、
繍
し
ゆ
う

像ぞ
う

風
に
人
物
本
位
に
さ

れ
た
口
絵
は
巻
頭
に
集
約
さ
れ
、
挿
絵
も
原
本
の
摸
写

で
は
な
く
、
適
宜
省
略
さ
れ
た
上
で
選
ば
れ
た
画
題
と

し
て
見
慣
れ
た
場
面
が
、
一
龍
斎
國
松
に
拠
り
描
き
直

さ
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
展
示
し
た
も
の
は
前
編
の
み
で
、
後

編
は
所
在
不
明
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
木
稿
）

一
一 

新し
ん

約や
く

全ぜ
ん

書し
よ　

美
華
書
館
刊　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

一
冊　

一
八
・
〇
㎝
×
十
一
・
八
㎝　

個
人
蔵

　

上
海
の
長
老
教
会
派
の
印
刷
所
で
あ
る
美
華
書
館
が

刊
行
し
た
活
版
の
漢
訳
聖
書
。
美
華
書
館
の
印
刷
技
師

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
っ
て
電
胎
法
で
鋳
造

さ
れ
た
ス
モ
ー
ル
パ
イ
カ
（
当
時
の
活
字
サ
イ
ズ
の
規
格
）

の
明
朝
体
活
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
後

に
来
日
し
て
電
胎
法
に
よ
る
漢
字
活
字
の
製
法
を
伝
習

す
る
。
そ
の
教
え
を
受
け
た
本
木
昌
造
に
よ
っ
て
美
華

書
館
の
ス
モ
ー
ル
パ
イ
カ
活
字
が
父
型
と
し
て
使
わ
れ
、

最
初
の
五
号
明
朝
体
活
字
が
生
ま
れ
た
。

一
二 

学
問
の
す
す
め　　

福
沢
諭
吉　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
～

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年

一
冊　

一
八
・
一
㎝
×
一
二
・
九
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　
『
学
問
ノ
ス
ヽ
メ
』
は
第
四
編
（
一
八
七
二
年
一
月
）
か

ら
第
十
一
編
（
一
八
七
四
年
七
月
）
ま
で
が
活
版
本
（
た

だ
し
六
・
七
編
は
整
版
も
あ
り
。
第
十
編
は
整
版
の
み
）。

本
木
系
活
字
の
一
種
と
見
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。
東

京
銀
座
で
活
字
製
造
業
を
始
め
た
志し

貴き

和わ

介す
け

の
製
造
し

た
活
字
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ

る
。

一
三 

築ち
く

城
じ
よ
う

典て
ん

刑け
い　

大
鳥
圭
介　

万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年

三
冊　

一
八
・
〇
㎝
×
一
二
・
六
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

縄
じ
よ
う

武ぶ

館か
ん

刊
。
大
鳥
圭
介
が
幕
府
の
軍
事
教
科
書
を
出

版
す
る
た
め
に
製
作
し
た
日
本
語
活
字
が
使
わ
れ
て
い

る
。
銅
に
文
字
を
直
接
彫
刻
し
て
活
字
母
型
と
し
、
銃

の
弾
丸
製
造
器
を
用
い
亜あ

鉛え
ん

と
錫す
ず

を
溶
か
し
て
活
字
を

鋳
造
し
た
と
い
う
。

一
四 

検け
ん

尿
に
よ
う

要よ
う

訣け
つ　　

足
立
寛　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
頃

一
冊　

一
八
・
七
㎝
×
一
二
・
七
㎝　

個
人
蔵

　

大だ
い

学が
く

東と
う

校こ
う

刊
。
大
学
東
校
（
現
東
京
大
学
医
学
部
）
の
写

字
生
で
あ
っ
た
島し
ま

霞か

谷こ
く

に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
日
本
語
活

字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
活
字
は
ツ
ゲ
の
角
材
に
文
字

を
彫
っ
た
父
型
を
柳
の
木
口
に
打
ち
込
ん
で
母
型
と
し
、

鉛
七
〇
％
・
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
三
〇
％
の
合
金
で
鋳
造
し
た
。

大
学
東
校
の
教
科
書
印
刷
に
明
治
三
年
一
〇
月
か
ら
明
治

四
年
夏
頃
ま
で
使
わ
れ
た
。
活
字
一
式
は
東
京
大
学
博
物

館
が
所
蔵
。

一
五 

夜よ

嵐
あ
ら
し

於お

絹き
ぬ

花は
な

廼の

仇あ
だ

夢ゆ
め　

岡お
か

本も
と

起き

泉せ
ん　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年

十
五
冊　

一
七
・
九
㎝
×
一
一
・
八
㎝

大
妻
女
子
大
学 

草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

明
治
期
草
双
紙
。
金き
ん

松し
よ
う

堂ど
う

刊
。
整
版
。
い
わ
ゆ
る「
毒

婦
物
」
と
さ
れ
る
が
、途
中
ま
で
は
人
情
本
的
な
恋
物
語
。

四
編
中
よ
り
毒
婦
物
と
し
て
展
開
す
る
。
初
編
自
序
に
よ

れ
ば
『
さ
き
が
け
新
聞
』
に
発
端
が
書
か
れ
た
後
中
絶
し

て
単
行
本
化
さ
れ
た
も
の
（
原
紙
は
現
存
未
確
認
）。
挿

絵
と
本
文
の
不
整
合
が
巻
を
追
っ
て
大
き
く
な
り
、
絵
本

と
し
て
の
整
合
性
を
失
っ
て
い
く
明
治
期
草
双
紙
の
特
徴

が
見
ら
れ
る
。

一
六 

巷こ
う

説せ
つ

児こ
の

手て

柏が
し
わ

　高た
か

畠ば
た
け

藍ら
ん

泉せ
ん　

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年

二
冊　

一
七
・
九
㎝
×
一
一
・
九
㎝　

個
人
蔵

　

活
版
草
双
紙
。
文
永
堂
刊
。『
芳ほ

う

譚た
ん

雑ざ
つ
し誌

』
に
一
八
七
九

年
二
月
一
一
日
か
ら
五
月
二
六
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
「
つ

づ
き
も
の
」
を
単
行
本
化
し
た
も
の
。
木
版
合
巻
が
主
流

だ
っ
た
時
期
に
活
版
と
木
版
合
巻
の
体
裁
の
折
衷
を
模
索

し
て
、
擦す
り

付つ
け

表
紙
・
序
文
・
口
絵
を
木
版
合
巻
の
体
裁
に
、

本
文
の
み
連
載
の
活
字
を
組
み
直
し
連
載
時
の
挿
絵
も
流



用
し
て
「
活
版
草
双
紙
」
と
い
う
新
た
な
様
式
を
生
み

出
し
た
。
展
示
品
の
二
本
は
同
様
の
奥
付
を
持
ち
な
が

ら
本
文
の
活
字
フ
ォ
ン
ト
が
異
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ

か
が
後
版
。
版
を
保
存
す
る
紙
型
の
技
術
が
広
ま
っ
て

お
ら
ず
、
再
版
の
際
に
は
新
た
に
版
を
組
み
直
し
て
い

た
。

一
七 

訓く
ん

蒙も
う

勧か
ん

懲
ち
よ
う

雑ざ
つ

話わ

（活
版
本
）　

和
田
順
吉
訳　

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

一
冊　

一
九
・
二
㎝
×
一
三
・
五
㎝　

個
人
蔵

　

ド
ラ
パ
ル
ム
原
著
。
児
童
向
け
の
修
身
の
教
本
と
し

て
訳
さ
れ
た
も
の
。
ボ
ー
ル
表
紙
背
ク
ロ
ス
抜
き
綴
じ
。

洋
紙
両
面
活
版
。

一
八 

訓く
ん

蒙も
う

勧か
ん

懲
ち
よ
う

雑ざ
つ

話わ　

下

（覆ふ
つ

刻こ
く

本
）　

和
田
順
吉
訳　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年

一
冊　

一
八
・
二
㎝
×
一
二
・
二
㎝　

個
人
蔵

　

小
林
新
兵
衛
刊
。
右
の
活
版
本
を
木
版
で
覆
刻
し
た

も
の
。
和
本
緒ち

よ

紙し

袋
綴
じ
整
版
。
活
版
印
刷
の
初
期
に

繰
り
返
し
需
要
が
あ
る
テ
キ
ス
ト
は
木
版
で
被か

ぶ

せ
彫
り

さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
教
育
機
関
等
で
小
規
模
に
行

わ
れ
て
い
た
も
の
が
多
い
。
世
界
地
理
の
暗
誦
に
使
わ

れ
た
福
沢
諭
吉
の
『
素そ

ほ
ん
せ
か
い
く
に
づ
く
し

本
世
界
国
尽
』、
医
学
の
教
科
書

と
し
て
使
用
さ
れ
た『
日に

つ

講こ
う

紀き

聞ぶ
ん

』な
ど
に
事
例
が
あ
る
。

一
九 

紙し

型け
い　

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

活
字
を
組
み
上
げ
た
版
面
に
耐
熱
性
の
あ
る
特
殊
な

紙
を
押
し
付
け
て
圧
力
を
か
け
、
版
面
を
写
し
取
っ
た

も
の
。
こ
の
紙
型
を
鋳
型
に
は
め
て
鉛
合
金
で
鋳
造
さ

れ
た
も
の
が
印
刷
に
使
わ
れ
る
鉛
版
で
あ
る
。
紙
型
の

登
場
に
よ
っ
て
版
の
保
存
が
可
能
と
な
り
、
印
刷
所
や

出
版
社
の
経
済
的
な
基
盤
と
な
っ
た
。
ま
た
版
を
円
筒

形
に
丸
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
輪
転
式
印
刷
機
に

よ
っ
て
印
刷
速
度
が
大
幅
に
向
上
し
、
印
刷
物
の
大
量

生
産
に
つ
な
が
っ
た
。

二
〇 

世せ

界か
い

旅り
よ

行こ
う

万ば
ん

国こ
く

名め
い

所し
よ

図ず

絵え

（増
補
版
）

青
木
恒
三
郎
編　

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年

七
冊　

一
五
・
〇
㎝
×
九
・
八
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

銅
版
。
ボ
ー
ル
表
紙
背
ク
ロ
ス
。
世
界
各
地
の
風
景
を

図
版
に
し
た
世
界
地
誌
。
活
版
印
刷
が
同
一
版
面
に
文

字
と
図
像
を
印
刷
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
に
対
し
、

銅
版
は
整
版
同
様
に
同
一
版
面
に
文
字
と
図
像
を
容
易
に

彫
り
込
め
る
た
め
、
絵
入
り
本
で
は
比
較
的
長
く
使
わ
れ

た
。

第
三
部　

洋
装
本
の
移
入

　

活
版
印
刷
が
新
た
な
印
刷
技
術
な
ら
、
そ
の
印
刷
物
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
す
る
新
技
術
は
洋
装
本
だ
っ
た
。
和
本
と
あ

ま
り
に
も
異
な
る
洋
装
本
の
製
本
は
、
幕
末
に
は
す
で
に

長
崎
や
江
戸
を
中
心
に
不
完
全
な
が
ら
試
み
ら
れ
て
い

た
。

　

し
か
し
、
洋
装
本
の
製
本
技
術
が
本
格
的
に
移
入
さ

れ
る
の
は
明
治
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
、
英
学
の
私
塾
だ
っ
た
共
立
学
舎
は
、
当

時
輸
入
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
版
の
教
本
類
の
製
本
技
術

を
忠
実
に
な
ぞ
り
な
が
ら
『
傍ぼ
う

訓く
ん

英え
い

語ご

韵い
ん

礎そ

』
を
刊
行
し

た
。
一
方
、
新
政
府
は
政
府
や
民
間
の
印
刷
製
本
を
引
き

受
け
る
印
書
局
を
開
設
し
、
カ
ナ
ダ
か
ら
製
本
師
パ
タ
ー

ソ
ン
を
招
聘
し
て
本
格
的
な
洋
式
製
本
を
伝
習
さ
せ
る
。

彼
は
堅
牢
で
実
用
的
な
製
本
を
伝
え
た
。『
仏ふ
ら
ん
す

蘭
西
法ほ
う

律り
つ

書し
よ

』
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

洋
装
本
は
『
傍
訓
英
語
韵
礎
』
の
よ
う
な
簡
易
な
製
本

と
、『
仏
蘭
西
法
律
書
』
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
上
製
本
の

二
つ
の
様
式
が
移
入
さ
れ
た
。
や
が
て
、
上
製
本
の
洋
装

本
に
用
途
と
は
異
な
る
次
元
の
付
加
価
値
が
付
け
加
わ

る
。
背
の
金
文
字
や
小
口
の
マ
ー
ブ
ル
、
天
金
、
革
や
ク

ロ
ス
に
よ
る
装
幀
な
ど
は
広
告
で
強
調
さ
れ
、
和
本
を
洋

装
本
に
仕
立
て
直
す
書し
よ

肆し

も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

方
で
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ー
ル
表
紙
本
」
と
い
う
、
小
説
本
を

中
心
と
し
た
厚
表
紙
背
ク
ロ
ス
平
綴
じ
の
洋
装
本
が
安
価

に
粗
製
濫
造
さ
れ
、
洋
装
本
と
い
う
書
物
の
形
が
一
気
に

広
ま
る
こ
と
に
な
る
。　
　
（
第
三
部
解
説　

木
戸
雄
一
）

二
一  

英い

ぎ

り

す

吉
利
単た

ん

語ご

篇へ
ん

開
成
所　

慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年

一
冊　

一
九
・
〇
㎝
×
一
一
・
九
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

江
戸
幕
府
の
洋
学
機
関
で
あ
っ
た
開
成
所
が
刊
行
し
た

英
単
語
の
テ
キ
ス
ト
。
蘭
書
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
仮
綴

の
技
法
を
模
倣
し
た
製
本
。
表
紙
は
和
紙
と
漉す

き
返
し
を

貼
り
合
わ
せ
て
厚
み
を
出
し
て
い
る
。
本
書
は
幕
末
維
新

期
の
洋
学
需
要
に
と
も
な
い
版
を
重
ね
、
民
間
で
も
翻
刻

さ
れ
た
。



二
二  

傍ぼ
う

訓く
ん

英え
い

語ご

韵い
ん

礎そ

尺せ
き

振し
ん

八ぱ
ち

・
須す

藤ど
う

時と
き

一い
ち

郎ろ
う　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年

一
冊　

一
六
・
三
㎝
×
一
一
・
七
㎝

個
人
蔵

　

三
大
英
学
塾
の
一
つ
と
言
わ
れ
た
尺せ
き

振し
ん

八ぱ
ち

の

共き
よ
う
り
つ
が
く
し
や

立
学
舎
か
ら
刊
行
さ
れ
た
英
単
語
の
テ
キ
ス
ト
。
厚

表
紙
背
ク
ロ
ス
。
本
文
は
整
版
緒ち
よ

紙し

袋
綴
じ
。
和
本
で

刊
行
さ
れ
て
い
た
当
時
の
英
学
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
、

テ
ー
プ
綴
じ
を
用
い
る
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
リ
ン
グ
ブ
ッ

ク
の
製
本
を
模
倣
し
て
お
り
、
洋
装
本
と
い
う
西
洋
の

情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ
技
術
を
移
入
し
よ
う
と
し
た
啓
蒙
的

な
意
識
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
本
書
は
表
紙
に
輸
入
ボ
ー

ル
で
は
な
く
厚
手
の
漉す

き
返
し
を
使
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
形
状
か
ら
後
に
流
行
し
た
「
ボ
ー
ル
表
紙
本
」
の

最
初
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

二
三 T

h
e elem

en
ta

ry
 sp

ellin
g
 bo

o
k
.　

N
oah W

ebster　

一
八
八
〇
年
頃

一
冊　

一
七
・
四
㎝
×
一
〇
・
七
㎝　

個
人
蔵

　

一
九
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
を
初
め
世
界
で
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
綴
り
字
テ
キ
ス
ト
。

表
紙
の
色
か
らBlue-Back

と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
た
。

日
本
で
も
一
八
八
〇
年
代
以
降
複
数
の
書し
よ

肆し

か
ら
翻
刻

本
が
刊
行
さ
れ
た
。
テ
ー
プ
を
使
っ
た
平
綴
じ
と
、
背

芯
の
入
っ
て
い
な
い
背
の
形
状
（
い
わ
ゆ
る
「
南
京
綴
じ
」

の
背
の
形
状
）
は
ア
メ
リ
カ
の
薄
物
製
本
が
多
用
し
た
。

二
四 

仏ふ

ら

ん

す

蘭
西
法ほ

う

律り
つ

書し
よ　

箕み

作つ
く
り

麟り
ん

祥し
よ
う

訳　

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

二
冊　

一
八
・
二
㎝
×
一
三
・
〇
㎝　

個
人
蔵

　

印
書
局
で
洋
式
製
本
の
伝
習
を
行
な
っ
た
パ
タ
ー
ソ

ン
に
よ
る
製
本
。
総
革
丸
背
上
製
本
抜
き
綴
じ
。
大
量

生
産
に
適
応
し
た
く
る
み
製
本
で
は
な
く
、
西
洋
の
手

製
本
の
技
法
で
あ
る
綴と

じ
つ
け
を
用
い
た
堅
牢
な
造
り

で
あ
る
。
西
洋
で
工
芸
製
本
か
ら
工
業
製
本
へ
と
移
行

す
る
過
渡
期
に
お
い
て
、
パ
タ
ー
ソ
ン
は
手
製
本
と

工
業
的
な
製
本
の
両
方
の
技
術
を
習
得
し
て
い
た
。
洋

式
製
本
技
術
は
官
庁
の
製
本
を
請
け
負
っ
て
い
た
書し
よ

肆し

に
も
伝
習
さ
れ
、
同
様
の
製
本
で
一
八
七
六
年
と

一
八
七
八
年
に
本
書
が
民
間
書
肆
か
ら
出
版
さ
れ
て
い

る
。

二
五 

欧よ
ー

ろ
つ
ぱ

羅
巴
文ぶ

ん

明め
い

史し

永な
が

峰み
ね

秀ひ
で

樹き

訳　

一
冊　

二
三
・
〇
㎝
×
一
五
・
七
㎝　

個
人
蔵

　

ギ
ゾ
ー
原
著
。
元
々
は
和
本
十
冊
で
三
円
五
十
銭
で

あ
っ
た
が
、
本
書
は
本
文
を
同
じ
整
版
の
ま
ま
薄
く
丈
夫

な
薄う
す

葉よ
う

紙
に
摺
っ
て
紙
の
か
さ
を
減
ら
し
、
背
革
ク
ロ
ス

装
で
洋
装
本
に
仕
立
て
た
。
価
格
は
四
円
に
な
っ
た
。

第
四
部　

音
読
と
黙
読

　

十
九
世
紀
の
日
本
は
豊
か
な
音
読
の
文
化
を
持
っ
て
い

た
。
漢
籍
の
素
読
や
草
双
紙
の
絵
解
き
は
そ
れ
ぞ
れ
朗
読

と
読
み
聞
か
せ
と
い
う
異
な
る
音
読
の
文
化
に
拠
っ
て
い

る
。
講
談
、
浄
瑠
璃
、
謡
曲
、
詩
吟
な
ど
多
く
の
ジ
ャ
ン

ル
が
音
読
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
、
明
治
期
に
入
っ
て
も
新

聞
や
雑
誌
は
音
読
に
よ
る
集
団
的
な
享
受
が
し
ば
し
ば
行

わ
れ
た
。
政
治
小
説
な
ど
は
音
読
に
適
し
た
漢
文
脈
の
文

体
に
依
拠
す
る
こ
と
で
集
団
的
な
読
書
の
ア
イ
テ
ム
と
し

て
機
能
し
、政
党
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、

読
み
手
も
様
々
な
文
体
を
音
読
に
落
と
し
込
む
能
力
を
身

に
つ
け
て
い
た
。
高た
か

瀬せ

文ぶ
ん

淵え
ん

は
最
も
散
文
的
と
言
わ
れ
る

『
浮
雲
』
第
三
篇
を
朗
誦
し
た
と
い
う
。

　

一
方
で
近
代
の
印
刷
技
術
に
よ
っ
て
印
刷
物
が
多
く
の

人
に
行
き
渡
る
よ
う
に
な
る
と
、黙
読
の
機
会
が
増
え
た
。

書
物
と
読
者
の
一
対
一
の
対
話
的
関
係
を
前
提
と
し
て

育
っ
た
の
が
近
代
文
学
だ
っ
た
。
小
型
化
し
た
書
物
は
屋

内
や
屋
外
の
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
で
の
読
書
を
可
能
に

し
、
ま
た
書
斎
空
間
の
登
場
は
書
物
と
の
対
話
を
楽
し
む

た
め
に
洗
練
さ
れ
た
書
斎
趣
味
を
生
み
出
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
書
物
の
小
型
化
や
読
書
空
間
の
密
室
化
は

必
ず
し
も
音
読
を
排
除
し
な
い
。
読
み
聞
か
せ
る
音
読
だ

け
で
は
な
く
、
自
ら
に
さ
さ
や
き
か
け
る
よ
う
な
音
読
が

そ
こ
で
は
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
密
や
か
な
個

人
的
読
書
か
ら
、
自
ら
も
筆
を
執
っ
て
書
く
自
己
表
現
も

触
発
さ
れ
た
。
明
治
三
十
年
代
に
は
投
稿
雑
誌
が
爆
発
的

に
増
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
作
文
教
育
の
場
か
ら
自
己
表
現

の
場
へ
と
変
容
し
、
文
体
も
文
語
か
ら
口
語
へ
と
変
化
し

た
。
そ
し
て
日
露
戦
後
に
は
よ
り
直
接
的
な
自
己
表
現
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
第
四
部
解
説　

木
戸
雄
一
）

二
六 

佳か

人じ
ん

之の

奇き

遇ぐ
う　

東と
う

海か
い

散さ
ん

士し　

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
～

　

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年

一
六
冊　

二
五
・
五
㎝
×
一
五
・
三
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵



　

政
治
小
説
の
代
表
作
。
会
津
の
遺
臣
東
海
散
士
が
、

ス
ペ
イ
ン
の
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
党
員
幽ゆ
う

蘭ら
ん

、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
独
立
闘
士
紅こ
う

蓮れ
ん

と
い
う
二
人
の
佳
人
と
、
明
の
遺

臣
鼎て
い

范は
ん

卿け
い

を
交
え
て
憂
国
の
情
と
独
立
の
悲
願
を
語
り

合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
列
強
に
抑
圧
さ
れ
た
弱
小

国
の
悲
劇
が
次
々
に
語
ら
れ
る
。
本
書
の
文
章
は
朗
誦

に
適
し
た
名
文
と
さ
れ
、
書
生
に
好
ま
れ
た
。

二
七 

見
聞
雑
録　　南

洋
漁
夫　

明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
頃

一
冊　

二
三
・
三
㎝
×
一
五
・
五
㎝　

個
人
蔵

　

写
本
。
南
洋
漁
夫
、
鏡
水
漁
夫
、
羊
我
居
士
、
迷
花

生
の
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
詩
歌
文
章
を
写
し
た
文

集
。
筆
者
の
詳
細
は
不
明
。
抜
粋
さ
れ
て
い
る
文
の
年

代
か
ら
明
治
二
十
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
書
生
な

ど
の
朗
誦
に
好
ま
れ
た
文
が
選
ば
れ
て
お
り
、『
佳
人
之

奇
遇
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二
八 

小こ

扇お
う
ぎ

・
恋こ

い

衣
ご
ろ
も

小
扇

与
謝
野
晶
子　

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年

一
冊　

一
八
・
八
㎝
×
八
・
六
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

三
六
判
仮
綴
じ
表
紙
。『
み
だ
れ
髪
』（
一
九
〇
一
年
）

の
装
幀
を
担
当
し
た
藤
島
武
二
の
意
匠
に
よ
る
歌
集
。

一
九
〇
〇
年
代
に
は
同
様
の
ス
タ
イ
ル
の
歌
集
・
詩
集

が
流
行
し
た
。
携
帯
に
便
利
で
あ
り
、
密
や
か
な
読
書

の
た
め
に
最
適
化
さ
れ
た
書
物
だ
っ
た
。

恋
衣

山
川
登
美
子
・
増
田
雅
子
・
与
謝
野
晶
子

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年　

一
冊　

一
八
・
八
㎝
×
八
・
四
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

三
六
判
仮
綴
じ
表
紙
。
中
澤
弘
光
装
幀
。『
み
だ
れ
髪
』

『
小
扇
』
と
同
様
の
袖
珍
本
の
歌
集
。
晶
子
の
「
君
死
に

た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二
九 

吾
輩
は
猫
で
あ
る　

夏
目
漱
石　

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

　

～ 

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年

三
冊　

二
二
・
七
㎝
×
一
五
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

菊
判
角
背
天
金
ア
ン
カ
ッ
ト
。
表
紙
は
鳥
の
子
紙
の

薄
表
紙
に
金
と
朱
に
よ
る
猫
と
落
款
を
象
っ
た
型
押
し
。

当
時
珍
し
い
厚
手
の
カ
バ
ー
は
コ
ッ
ト
ン
紙
。
装
幀
し
た

橋
口
五
葉
は
書
物
全
体
を
美
術
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
と
見
る
装

幀
観
を
持
っ
て
い
た
。
表
紙
の
意
匠
に
つ
い
て
漱
石
は
直

接
五
葉
に
希
望
を
伝
え
て
お
り
、
西
洋
の
書
斎
文
化
と
書

物
趣
味
の
移
入
を
意
識
し
て
い
た
。

三
〇 

ハ
ガ
キ
文
学　

二
巻
三
号　
　

日
本
葉
書
会　

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

一
冊　

二
二
・
六
㎝
×
一
五
・
四
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

一
九
〇
四
年
一
〇
月
～
一
九
一
〇
年
八
月
。
日
本
葉
書

会
、
の
ち
精
美
堂
発
行
。
坪
内
逍
遙
、
与
謝
野
晶
子
ら
を

名
誉
賛
助
員
と
す
る
日
本
葉
書
会
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
。

当
時
流
行
の
絵
は
が
き
を
美
術
的
な
観
点
か
ら
趣
味
あ
る

も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
文
章
的
な
観
点
か
ら
も
「
緊
密

素
朴
」
な
短
文
の
充
実
に
努
め
た
。
折
か
ら
地
方
を
中
心

に
文
章
の
投
稿
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
文
章
や
文
学
を

自
ら
も
書
く
人
々
が
急
速
に
増
え
て
き
て
い
た
。

三
一 

文
章
世
界　

一
巻
八
号　

博
文
館　

明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年

一
冊　

二
二
・
六
㎝
×
一
五
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

一
九
〇
六
年
三
月
～
一
九
二
〇
年
一
二
月
。
博
文
館
発

行
。
当
初
は
実
用
文
の
作
文
投
書
雑
誌
を
目
指
し
て
い
た

が
、
田
山
花
袋
の
編
集
に
よ
っ
て
文
芸
雑
誌
化
し
た
。
排

技
巧
を
目
指
す
自
然
主
義
的
な
文
章
観
が
投
稿
文
の
評
価

に
も
反
映
さ
れ
た
。
室
生
犀
星
、
久
保
太
万
太
郎
、
吉
屋

信
子
、
内
田
百ひ
ゃ
つ
け
ん
閒
、
片
岡
鉄
平
、
細
田
民
樹
、
米
川
正
夫
、

木
村
毅
な
ど
多
く
の
作
家
や
文
人
、
学
者
を
輩
出
し
、
大

正
・
昭
和
期
の
文
学
の
ゆ
り
か
ご
の
一
つ
と
な
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
法

板
木

　

凸
版
印
刷
の
一
種
で
あ
る
木
版
印
刷
の
版
。
一
丁
分
の

文
字
や
絵
を
、
板
木
の
両
面
に
一
丁
ご
と
に
板
木
に
彫
刻

す
る
。
板
木
は
財
産
に
も
な
り
、
近
世
商
業
出
版
を
技
術

的
・
経
済
的
に
支
え
た
。

石
版

　

平
版
印
刷
の
一
種
。
化
学
反
応
を
起
こ
し
や
す
い
石
灰

岩
の
表
面
に
化
学
処
理
を
ほ
ど
こ
し
、
イ
ン
ク
に
な
じ
む

部
分
と
イ
ン
ク
を
は
じ
く
部
分
を
作
る
。
図
版
印
刷
の
技

術
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
磨
い
た
石
版
に

よ
る
単
純
な
色
調
の
「
磨
き
石
版
」
と
、
点
描
で
濃
淡
を

表
現
す
る
「
砂
目
石
版
」
が
あ
る
。

銅
版

　

凹
版
印
刷
の
一
種
。
銅
板
に
直
接
傷
を
付
け
る
か
、

薬
品
に
よ
る
腐
食
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
凹
部
に
イ
ン
ク

を
詰
め
て
紙
に
転
写
す
る
。
銅
版
は
地
図
・
紙
幣
・
証

紙
な
ど

近
代
国
家
に
必
要
な
図
版
の
印
刷
に
必
要
な
技
術
だ
っ

た
。
な
お
、
凸
版
の
銅
版
も
あ
る
。

参
考
文
献

・�

髙
木
元
「
新
収
資
料
紹
介
①
江
戸
読
本
『
南
総
里
見
八

犬
伝
』」（『
研
究
所
年
報
』
十
二
号
、
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
、

二
○
一
九
年
七
月
）

・�

髙
木
元
「
新
収
資
料
紹
介　

名
山
閣
板
『
南
総
里
見
八

犬
伝
』」（『
研
究
所
年
報
』
十
号
、
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
、

二
○
一
七
年
七
月
）

・� 

髙
木
元
「
明
治
期
翻
刻
本
の
出
版
」（「
読
本
研
究
新
集
」

十
一
輯
、
読
本
研
究
の
会
、
二
○
二
○
年
二
月
）

・�『
活
字
文
明
開
化
―
本
木
昌
造
が
築
い
た
近
代
』（
凸
版

印
刷
印
刷
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）

・�

小
宮
山
博
史
『
明
朝
体
活
字　

そ
の
起
源
と
形
成
』（
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
二
〇
二
〇
年
）

・�

永
嶺
重
敏
『
雑
誌
と
読
者
の
近
代
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）

・ �

佐
々
木
亨
『
明
治
戯
作
の
研
究
―
草
双
紙
を
中
心
と
し

て
―
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
）

・�

木
戸
雄
一
「
書
物
の
転
形
期
」https://note.com

/
kidoyou/m

/m
69c97d17cfc8

（
二
〇
二
〇
年
四
月
～
）



　

政
治
小
説
の
代
表
作
。
会
津
の
遺
臣
東
海
散
士
が
、

ス
ペ
イ
ン
の
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
党
員
幽ゆ
う

蘭ら
ん

、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
独
立
闘
士
紅こ
う

蓮れ
ん

と
い
う
二
人
の
佳
人
と
、
明
の
遺

臣
鼎て
い

范は
ん

卿け
い

を
交
え
て
憂
国
の
情
と
独
立
の
悲
願
を
語
り

合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
列
強
に
抑
圧
さ
れ
た
弱
小

国
の
悲
劇
が
次
々
に
語
ら
れ
る
。
本
書
の
文
章
は
朗
誦

に
適
し
た
名
文
と
さ
れ
、
書
生
に
好
ま
れ
た
。

二
七 

見
聞
雑
録　　南

洋
漁
夫　

明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
頃

一
冊　

二
三
・
三
㎝
×
一
五
・
五
㎝　

個
人
蔵

　

写
本
。
南
洋
漁
夫
、
鏡
水
漁
夫
、
羊
我
居
士
、
迷
花

生
の
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
詩
歌
文
章
を
写
し
た
文

集
。
筆
者
の
詳
細
は
不
明
。
抜
粋
さ
れ
て
い
る
文
の
年

代
か
ら
明
治
二
十
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
書
生
な

ど
の
朗
誦
に
好
ま
れ
た
文
が
選
ば
れ
て
お
り
、『
佳
人
之

奇
遇
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二
八 

小こ

扇お
う
ぎ

・
恋こ

い

衣
ご
ろ
も

小
扇

与
謝
野
晶
子　

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年

一
冊　

一
八
・
八
㎝
×
八
・
六
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

三
六
判
仮
綴
じ
表
紙
。『
み
だ
れ
髪
』（
一
九
〇
一
年
）

の
装
幀
を
担
当
し
た
藤
島
武
二
の
意
匠
に
よ
る
歌
集
。

一
九
〇
〇
年
代
に
は
同
様
の
ス
タ
イ
ル
の
歌
集
・
詩
集

が
流
行
し
た
。
携
帯
に
便
利
で
あ
り
、
密
や
か
な
読
書

の
た
め
に
最
適
化
さ
れ
た
書
物
だ
っ
た
。

恋
衣

山
川
登
美
子
・
増
田
雅
子
・
与
謝
野
晶
子

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年　

一
冊　

一
八
・
八
㎝
×
八
・
四
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

三
六
判
仮
綴
じ
表
紙
。
中
澤
弘
光
装
幀
。『
み
だ
れ
髪
』

『
小
扇
』
と
同
様
の
袖
珍
本
の
歌
集
。
晶
子
の
「
君
死
に

た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二
九 

吾
輩
は
猫
で
あ
る　

夏
目
漱
石　

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

　

～ 

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年

三
冊　

二
二
・
七
㎝
×
一
五
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

菊
判
角
背
天
金
ア
ン
カ
ッ
ト
。
表
紙
は
鳥
の
子
紙
の

薄
表
紙
に
金
と
朱
に
よ
る
猫
と
落
款
を
象
っ
た
型
押
し
。

表
現
す
る
「
砂
目
石
版
」
が
あ
る
。

銅
版

　

凹
版
印
刷
の
一
種
。
銅
板
に
直
接
傷
を
付
け
る
か
、

薬
品
に
よ
る
腐
食
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
凹
部
に
イ
ン
ク

を
詰
め
て
紙
に
転
写
す
る
。
銅
版
は
地
図
・
紙
幣
・
証

紙
な
ど

近
代
国
家
に
必
要
な
図
版
の
印
刷
に
必
要
な
技
術
だ
っ

た
。
な
お
、
凸
版
の
銅
版
も
あ
る
。
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報
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二
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稿
・
テ
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研
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二
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七
月
）

・�

髙
木
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収
資
料
紹
介　

名
山
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板
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八
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研
究
所
年
報
』
十
号
、
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
、

二
○
一
七
年
七
月
）

・� 

髙
木
元
「
明
治
期
翻
刻
本
の
出
版
」（「
読
本
研
究
新
集
」

十
一
輯
、
読
本
研
究
の
会
、
二
○
二
○
年
二
月
）

・�『
活
字
文
明
開
化
―
本
木
昌
造
が
築
い
た
近
代
』（
凸
版

印
刷
印
刷
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）

・�

小
宮
山
博
史
『
明
朝
体
活
字　

そ
の
起
源
と
形
成
』（
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
二
〇
二
〇
年
）

・�

永
嶺
重
敏
『
雑
誌
と
読
者
の
近
代
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）

・ �

佐
々
木
亨
『
明
治
戯
作
の
研
究
―
草
双
紙
を
中
心
と
し

て
―
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
）

・�

木
戸
雄
一
「
書
物
の
転
形
期
」https://note.com

/
kidoyou/m

/m
69c97d17cfc8

（
二
〇
二
〇
年
四
月
～
）


